
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。
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2019
令和元年 

子宮頸がん検診乳がん検診大腸がん検診肺がん検診胃がん検診

検診
種類

20歳以上の女性40歳以上の女性40歳以上の方対象者

2年に1回1年に1回頻度

問診、
視診、内診、
細胞診検査

問診、
マンモグラフィ

検査
（乳房エックス

線撮影）

問診、免疫法
便潜血検査
二日法

問診、低線量
胸部ＣＴ撮影

問診、
バリウムによる
胃部エックス線
撮影検査

検査
内容

市立病院
健診センター、
ベリエの丘
クリニック

市立病院
健診センター

市内指定
医療機関

市立病院
健診センター場所

平日
※ベリエの丘クリニックは

土曜日も実施

各医療機関へ
お問い合わせ
ください。

平日
※胃がん検診は12月14日（土）、
令和2年2月15日（土）にも実施

期間

2,130円
※20歳代は無料
※保険割合1割
負担＝710円、2
割負担＝1,420円

2,430円
※保険割合1割
負担＝810円、2
割負担＝1,620円

470円
※保険割合1割
負担＝150円、2
割負担＝310円

4,150円
※保険割合1割
負担＝1,380
円、2割負担＝
2,760円

1,940円
※保険割合1割
負担＝640円、
2割負担＝1,290
円

自己
負担金

検診車による集団検診

申込方法（大腸がん検診は １・２ は不要）

▽申込期限　令和2年1月22日

▽受診期限　令和2年3月15日
■先保健センター（〒206－0804稲城市百村112－1）

持参、はがき、「東京共同電子申請・届出サー
ビス」�で申し込み
※申込書は保健センターで入手可
※電子申請は、市�内マニュアルを参照（携帯電
話の場合は右記ＱＲコード）

受診券、受診案内が到着（対象者のみ）
※毎月22日に締め切り、翌月上旬に郵送

各医療機関へご自身で直接予約

受診

１

４

２

３

○○がん検診
希望

1．氏名（フリガナ）
2．生年月日（年齢）
3．住所
4．電話番号
5．前回検診年月日
　（分かる範囲で）

▲はがき申込記入例

乳がん検診日程
申込期間日程会場

8月1日～14日9月28日（土）・10月26日（土）・11月9日（土）保健センター 11月15日～25日令和2年1月25日（土）・2月1日（土）

胃がん検診日程
申込期間日程会場

8月1日～14日10月6日（日）
保健センター 9月1日～14日11月17日（日）・12月7日（土）

11月1日～15日令和2年1月18日（土）
8月1日～14日10月5日（土）ふれんど平尾

人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）令和元年6月1日現在
（69人増）91,204人人口
（57人増）45,895人男
（12人増）45,309人女

（43世帯増）40,416世帯世帯数
※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

がん検診は面倒だと思っていませんか ？

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城
なしのすけ

（3）アドボカシー相談主
な
記
事

（4）
運用を開始します

Net119緊急通報システム

（5）
社会を明るくする運動

青少年の非行・被害防止
（8）叙勲を受章された皆様

パソコン・スマホ等で
保健センターに受診券を申し込み、

医療機関へ直接予約 ！ 受診券を持って医療機関へ

がん検診の
流れ

（胃がん検診
の場合）

検診終了
後日、結果を送付します。検診スタート！

問診で、
健康状態をチェック！

　がん検診は申込手続きが煩わしい、受診時間が長いというイメージを持っていませんか。実際は簡単に受診
でき、検査にかかる時間は胃がん約15分、肺がん約5分、乳がん約10分、子宮 頸 がん約10分と短時間でけい

終了します（受診時間は混雑状況により変わる場合があります）。
　がんは早期発見をすれば90％以上が治ります。自覚症状が無くても、定期的にがん検診を受診しましょう。

■問保健センター　1378－3421



１・６・15 1042－378－2111 5042－377－4781 （2）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

▽
6
月
下
旬
〜
7
月
の
作
業
日
・
地
区　

6
／　
（
火
）・
大
丸
、
7
／
2（
火
）・
平
尾
、
7
／
9（
火
）・
百
村
、
7
／　
（
火
）・
若
葉
台
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

25

30

持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
土
〜
月
曜
日
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
2
袋
（
束
）
ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

路上等喫煙の制限に関する条例コラム「受動喫煙防止にご協力ください」

声
に
よ
る
訪
問

ふ
れ
あ
い
電
話

高齢 
福祉 
高齢 
福祉 

環境 環境 

始
め
よ
う

資
源
物
集
団
回
収

嘱嘱託託員員募募集集
学学校校給給食食
調調理理員員

　調理や食器などの洗浄業
務に従事する嘱託員を募集
しています。詳細は市�を
ご覧ください。
■場第一調理場
■定若干名

▽報酬　月額156,100円
■先■問人事課人事給与係

　国・都・市では、望まない受動喫煙の防止などを更に推進させるため喫煙規制を進めています。
　皆さんの住みよい環境づくりのため、ご協力をお願いします。
■問環境課環境保全係

　

自
主
的
に
資
源
物
を
集
め
、
回

収
業
者
へ
引
き
渡
す
活
動
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
現
在
、　

団
７４

体
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

集
団
回
収
に
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ら
れ
る
こ

と
や
、
回
収
量
に
応
じ
た
補
助
金

が
支
払
わ
れ
る
こ
と
等
、
実
施
団

　

台
風
や
強
風
な
ど
の
悪
天
候
に

よ
り
、
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
設
置
し
た
か
ご
が
飛
散
す
る
恐

れ
が
あ
る
時
は
、
資
源
物
回
収
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
は
次
回
の
回
収
日
ま
で

自
宅
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

　

ふ
れ
あ
い
電
話
は
、
定
期
的
に

電
話
を
か
け
、
声
に
よ
る
訪
問
を

行
い
、
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、

安
否
確
認
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
一
人
暮

６５

ら
し
（
日
中
一
人
で
過
ご
し
て
い

る
高
齢
者
）
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
方

■申
 

窓
口
、
電
話

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

市
で
は
、
市
内
の
高
齢
の
方
を

訪
問
し
て
、
掃
除
・
洗
濯
・
調
理

な
ど
を
手
伝
う
「
生
活
援
助
」
の

ヘ
ル
パ
ー
を
確
保
す
る
た
め
に
研

修
を
実
施
し
ま
す
。
子
育
て
中
・

定
年
後
も
働
き
た
い
・
短
時
間
だ

け
働
き
た
い
方
な
ど
様
々
な
方
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

最
終
日
に
は
、
訪
問
型
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ
る
し
ご
と

相
談
会
も
開
催
し
ま
す
。

■日
 

９
月　

日（
火
）〜　

日（
木
）

１０

２６

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く（
全

　

回
）
。

１１※
１
回
５
時
間
程
度

■場
 

徳
永
薬
局
研
修
セ
ン
タ
ー
（
東

長
沼　

の
３
）

４５０

■定
 
　

人
１２

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
を
通
知

■内
 

講
義
、
実
習

■費
 

５
４
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

　

市
長
選
挙
の
た
め
５
月　

日
１５

号
の
市
長
コ
ラ
ム
は
休
回
と
し

ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
市
民
の

皆
様
の
信
任
に
よ
り
３
期
目
を

託
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小

欄
に
つ
き
ま
し
て
も
継
続
い
た

し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
市
長
就
任
か
ら
こ
れ
ま

で
８
年
間
、
稲
城
市
の
街
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も

に
、
東
京
都
市
長
会
・
全
国
市

長
会
と
の
連
携
、
大
規
模
災
害

の
被
災
地
支
援
に
も
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
全
国
市
長
会
で

は
廃
棄
物
処
理
対
策
特
別
委
員

会
の
委
員
長
、
防
災
対
策
特
別

委
員
会
の
副
委
員
長
を
継
続
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

環
境
・
防
災
面
を
中
心
に
今
後

と
も
稲
城
市
を
全
国
に
発
信
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
い
よ
い
よ
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日

本
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ア
ジ
ア

で
の
初
開
催
と
な
り
ま
す
が
、

日
本
は
１
９
８
７
年
第
１
回
大

会
か
ら
９
回
連
続
の
出
場
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
な
大
会
が
身
近
な
場

所
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
「
市
民

ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ
」
を
掲
げ

る
稲
城
市
と
し
て
も
、
こ
れ
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
繋
が
れ
ば
良
い
な
と
考

え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
市
内
に
は
宿
泊
施

設
や
練
習
場
所
が
な
か
っ
た
た

め
、
出
場
国
の
事
前
キ
ャ
ン
プ

を
誘
致
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
せ
め
て
何
か
ラ
グ

ビ
ー
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

も
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
案

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
ご
存
知

な
い
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
市
内
に
は
日
本
大
学
の

広
大
な
体
育
施
設
が
所
在
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
は
坂
浜
平
尾
地

区
の
丘
陵
部
で
、
都
立
若
葉
総

合
高
校
や
稲
城
第
二
中
学
校
に

隣
接
す
る
場
所
に
位
置
し
て
い

ま
す
。敷
地
は
東
京
ド
ー
ム
２
・

７
個
分
約　
万
６
千
㎡
も
あ
り
、

１２

ラ
グ
ビ
ー
専
用
・
サ
ッ
カ
ー
専

用
の
二
つ
の
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
含

む
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
と
学
生

寮
を
備
え
た
「
ス
ポ
ー
ツ
日
大

ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
パ
ー
ク
稲
城
」

と
い
う
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
施
設

で
す
。

　

稲
城
市
で
は
、
数
年
来
ラ
グ

ビ
ー
部
を
介
し
て
日
大
と
の
連

携
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。
市

側
は
こ
れ
ら
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

整
備
に
協
力
し
、
日
大
側
は
施

設
周
辺
の
整
備
に
協
力
す
る
と

と
も
に
、
学
生
の
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
参
加
、
将
来
的
に

は
小
・
中
学
校
へ
の
学
生
派
遣

な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
協
議
を

継
続
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
日
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の

発
案
に
よ
り
、
５
月
４
日
午
前

中
に
ラ
グ
ビ
ー
子
ど
も
体
験
イ

ベ
ン
ト
、
午
後
に
は
第
８
回
関

東
大
学
春
季
大
会
の
公
式
戦（
日

本
大
学
対
法
政
大
学
）
の
開
催

が
実
現
で
き
ま
し
た
。
ま
た
そ

れ
に
合
わ
せ
て
、
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
を
紹
介
す
る
テ
ン
ト
を
設

ラ
グ
ビ
ー

 
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に 

向
け
て

市
長
コ
ラ
ム
No.90

置
し
ま
し
た
。

　

現
在
我
々
が
把
握
し
て
い
る

範
囲
で
は
市
内
に
ラ
グ
ビ
ー
の

子
ど
も
チ
ー
ム
が
無
い
た
め
、

午
前
中
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
ど
れ

ほ
ど
の
参
加
が
あ
る
か
不
安
で

し
た
が
、
ふ
た
を
開
け
れ
ば　
１００

人
を
超
え
る
子
ど
も
達
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
の
開
催
に
向
け
て
ラ
グ

ビ
ー
へ
の
関
心
の
高
さ
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
日
大
ラ
グ
ビ

ー
部
の
お
兄
さ
ん
か
ら
指
導
を

受
け
、
最
後
に
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

の
練
習
試
合
を
行
い
、
午
後
は

公
式
戦
を
観
戦
し
、
元
気
い
っ

ぱ
い
両
軍
の
応
援
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
や
は
り
子
ど
も
は
、

す
ぐ
に
新
た
な
環
境
に
適
応
で

き
る
も
の
だ
な
と
感
心
し
た
次

第
で
す
。

　

市
で
は
今
後
、
学
校
給
食
の

メ
ニ
ュ
ー
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

参
加
国
の
料
理
を
取
り
入
れ
た

り
、
日
大
ラ
グ
ビ
ー
部
と
の
連

携
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
取
り
組

み
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

み
ん
な
で
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！

悪
天
候
時
の
ご
み
回
収

た
回
収
を
実
施
す
る
場
合
で
も
、

飛
散
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

当
日
の
朝
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
悪
天
候
時
の
回
収
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
、
市 　 
等
で
お

HP

知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

体
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

■対
 

自
治
会
や
管
理
組
合
、
子
供
会

な
ど
市
内　

世
帯
以
上
の
団
体

２０

※
補
助
額
・
対
象
品
目
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
に
は
、
事
前
の

申
請
が
必
要
で
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

喫煙規制の動向
国東京都稲城市

年
屋内屋外

平成30年

令和元年

令和2年

※国際オリンピック委員会と世界保健機関は、「たばこのないオリンピック」を共同で推進しています。

る
世
帯

○
市
内
に
２
親
等
以
内
の
親
族
が

居
住
し
て
い
な
い

○
生
計
中
心
者
の
所
得
税
が
年
額

４
万
２
千
円
以
下
の
世
帯

○
携
帯
電
話
な
ど
を
所
有
し
て
い

な
い

■申
 

窓
口
、
電
話

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　

電
話
を
持
っ
て
い
な
い
高
齢
者

の
孤
独
感
の
解
消
や
、
安
否
確
認

の
手
段
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

市
が
、
基
本
料
金
・
設
置
工
事

費
・
月　

円
ま
で
の
通
話
料
を
負

３００

担
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
、
次
の
全
て
に
該

当
す
る
方

○　

歳
以
上
の
ひ
と
り
世
帯
ま
た

６５
は
世
帯
員
全
員
が　

歳
以
上
で
あ

６５

送
付
し
ま
す

介
護
保
険
負
担
割
合
証

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

の
割
合
を
示
す
負
担
割
合
証
（
８

月
１
日
か
ら
適
用
）
を
６
月
下
旬

以
降
に
送
付
し
ま
す
。

　

負
担
割
合
は
所
得
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
詳
細
は
同
封
の
通
知
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■対
 

要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
を
受

け
た
方
、
総
合
事
業
の
対
象
の
方

■問
 

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

稲城市長

全面施行（4月1日）
飲食店など多くの人が利用する施設の屋内
での原則禁煙

受動喫煙防止条例
（7月4日公布）

改正健康増進法
（7月25日公布）

一部施行（9月1日）
学校などの敷地内
での完全禁煙

一部施行（7月1日）
学校・病院・行政
機関などの敷地内
での原則禁煙

2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会（7～9月）※

路上等喫煙の制限
に関する条例
（4月1日施行）
○禁止区域内（各
駅の半径300ｍ等）
の道路・公園での
喫煙禁止
○市内全域の道
路・公園における
歩行喫煙、周囲に
人がいる状況での
喫煙禁止努力義務

子どもを受動喫煙
から守る条例
（4月1日施行）
家庭内、自動車内、
学校などの周辺道
路、公園などでの
子どもの受動喫煙
防止努力義務

受
講
者
募
集

高
齢
者
の
家
事
等
を
手
伝

う
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

貸
し
出
し
ま
す

福
祉
電
話

▲タグラグビーを体験
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凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

子育て 
教育 
子育て 
教育 

募募集集ししまますす
若葉台小学校学童クラブ若葉台小学校学童クラブ

運営事業者運営事業者

　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
推
進
本

部
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
、
様
々
な
取
り
組
み

　

「
い
な
ぎ　

Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ　

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
」
は
、
誰
で
も
利
用
で
き

る
公
衆
無
線
Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
で
す
。

市
で
は
、
設
置
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
事
業
者
へ
、
導
入
経
費
を
補

助
し
て
い
ま
す
。
申
請
方
法
な
ど

の
詳
細
は
市 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■対
 

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
、

個
人
（
商
店
、
飲
食
店
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
宿
泊
施
設
な

ど
）

▽
募
集
数　

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト

３
カ
所
（
申
込
先
着
順
）

▽
補
助
対
象
経
費　

①
光
回
線
の

開
設
に
要
す
る
費
用
（
回
線
工
事

料
、
契
約
料
な
ど
）　

②
光
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
設
置
・
設
定
に
要
す

　

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
現
況
届
を

必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
な
い
場
合
は
、
今
後
手

当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

対
象
者
で
現
況
届
が
届
い
て
い
な

い
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■申
 

窓
口
、
郵
送
（
特
定
記
録
郵
便

を
推
奨
）

※
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所
で
も
提

出
可

　

管
理
栄
養
士
か
ら
離
乳
食
を
学

び
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
友

達
作
り
も
し
ま
し
ょ
う
。

■対
 

平
成　

年　

月
〜
平
成　

年
１

３０

１１

３１

月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

■日
 

７
月　

日（
木
）

１１

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

駒
沢
女
子
大
学
実
験
実
習
館
調

理
室

※
駐
車
場
有
り

■対市内で、現に学童クラブ、認可保育所、認可外
保育所、幼稚園を運営する事業者

▽運営方法　運営業務委託（公設民営）

▽開始時期　令和2年4月
■申窓口、郵送
※詳細は募集要項をご覧ください。
※募集要項は、児童青少年課、市�で入手可
※6月21日（金）に事前説明会を行います。
■限8月9日（金）
■先■問児童青少年課児童館・学童クラブ係

いい
なな
ぎぎ
ＦＦ
ｒｒ
ｅｅ
ｅｅ

ＷＷ
ｉｉ－－

ＦＦ
ｉｉ

ワ
イ 

フ
ァ
イ

環環
境境
整整
備備

促促
進進
事事
業業
補補
助助
金金

　市では、市立病院の患者や家族、市立学校の児童・生徒の保護者の相
談窓口として、市立病院アドボカシー相談と市立学校アドボカシー相談
を行っています。
　市立病院、市立学校への意見・要望・疑問・苦情などありましたら、
アドボカシー相談員にご相談ください。
　相談員は、相談者の権利や利益を擁護する第三者的な立場で、早期解
決に向けて対応します。
■問市民協働課市民生活係

【アドボカシー制度の概要】 

市
立
病
院（
患
者
・
家
族
） 

市
立
学
校（
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
） 

相
談
者 

アドボカシー 
相談員 

（アドボカシー担当） 

市立病院 
市立小・中学校 

検討・改善 

審査結果報告 

意　見 

調査・助言 

相談・要望・ 
提案・苦情等 

調査結果等 
報告 

審査結果報告 審査結果報告 

是正等勧告 是正等勧告 

助言・　　 
調査依頼等 

審査申出・ 
報告・意見 

４
人
の
審
査
委
員
が
公
正
・
中
立
な
立
場
で
審
査
し
ま
す
。 

市　長 

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
審
査
会 

アアドドボボカカシシーー相相談談

アドボカシー相談　相談日など

市立学校アドボカシー相談市立病院アドボカシー相談区分

第1・第3月曜日毎週月・火・木曜日相談日

午後1時～5時午前9時～正午相談時間

市役所2階市民相談室市立病院本院1階
アドボカシー相談室相談場所

市立学校・教員に対しての意見・
要望・疑問など

市立病院・医師・看護師に対して
の意見・要望・疑問など相談内容

相談希望日の前日（前日が休業日の場合は直前の営業日）までに電
話で申し込み申込方法

市民協働課市民生活係
1378－2286（予約時間＝午前8時30分～正午、午後1時～5時）
※市立病院アドボカシー相談は、相談日に直接、アドボカシー相談室
でも申し込めます。

申込先

　

６
月
１
日
現
在
登
録
資
格
の
あ

る
方
に
つ
い
て
、
住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
き
、
６
月
３
日
に
定
時
登

録
を
行
い
ま
し
た
。

▽
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

○
男
性
＝
３
万
６
８
７
３
人

○
女
性
＝
３
万
６
７
２
７
人

○
合
計
＝
７
万
３
６
０
０
人

■問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

る
費
用
（
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
設

置
・
設
定
費
用
、
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
設
定

費
用
、
ケ
ー
ブ
ル
等
の
配
線
工
事

費
用
）

▽
補
助
限
度
額　

ア
ク
セ
ス
ポ
イ

ン
ト
１
カ
所
あ
た
り
４
万
４
１
０

０
円
（
税
込
）　

■問
 

経
済
観
光
課
観
光
係

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
「
内
閣
府
男
女
共
同
参

画
局
」 　 
を
ご
覧
下
さ
い
。

HP

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

○
男
女
共
同
参
「
学
」

○
知
る　

学
ぶ　

考
え
る　

私
の

人
生　

私
が
つ
く
る

■問
 

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務

課
広
報
啓
発
担
当　

1　

・
５
２

０３

５
３
・
２
１
１
１

66
月月

日日
〜〜

日日
はは

2233

2299

男男
女女
共共
同同
参参
画画
週週
間間

選選
挙挙
人人
名名
簿簿
のの

登登
録録
者者
数数

６６
月月
のの
定定
時時
登登
録録

※
６
月　

日（
金
）ま
で
市
役
所
１

２８

階
ロ
ビ
ー
に
特
設
窓
口
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
休
日
開
庁
日
の
み
児

童
育
成
手
当
も
特
設
窓
口
で
受
け

付
け
ま
す
。

■限
 

７
月
１
日（
月
）必
着

■先
 

■問
 

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

■定
 
　

組
３０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■内
 

モ
グ
モ
グ
期
の
離
乳
食
の
作
り

方
、
試
食
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

■申
 

メ
ー
ル
〔
必
要
事
項
①
保
護
者

氏
名
②
お
子
さ
ん
の
生
年
月
日
③

郵
便
番
号
・
住
所
④
電
話
番
号
〕

■限
 

７
月
４
日（
木
）

■先
 

■問
 

駒
沢
女
子
大
学
健
康
栄
養
相

談
室
（
平
日
午
前　

時
〜
午
後
４

１０

時
）　

1　

・
７
１
６
７
、
� ei

３５０

you

‐ care@
kom

ajo.ac.
jp　

Ｆ
Ｆ
（
Ｆ 
ｒ 
ｉ
ｅ 
ｎ 
ｄ 
ｌ 
ｙ　

Ｆ 
ａ 
ｍ 
ｉ 
ｌ 
ｙ 
）
で
は
中
高
生
が

「
ホ
ッ
と
く
つ
ろ
げ
る
居
場
所
づ

く
り
」
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
居
場
所
と

思
え
る
よ
う
な
時
間
・
場
所
と
し

て
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

■日
 

毎
週
水
曜
日

■時
 

午
後
４
時
〜
８
時

■場
 

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
（
陽
だ
ま

り
ス
ペ
ー
ス
、
児
童
館
プ
レ
イ
ル

ー
ム
、
小
会
議
室
）

■内
 

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
、学
習
支
援
、

ス
ポ
ー
ツ
、
相
談
な
ど

ス
タ
ッ
フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す

　

関
心
の
あ
る
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
活
動
日
に
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問
 

児
童
青
少
年
課
青
少
年
係
、
い

な
ぎ
Ｆ
Ｆ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
廣
田
） 

1　

・
４
８
５
０

３７９

▲

男
女
共
同
参
画
週
間
ポ
ス
タ
ー

児
童
手
当
・
児
童
育
成
手
当

現
況
届
を
受
付
中

駒
沢
学
園

離
乳
食
ル
ー
ム

養
育
家
庭
説
明
会

　

児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
親
と

一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
子
ど
も
を
一
般
の
家
庭
で
預
か

り
、
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
共
に

生
活
し
て
も
ら
う
の
が
里
親
制
度

で
す
。

　

ま
た
、
養
育
期
間
が
２
カ
月
以

内
と
見
込
ま
れ
る
子
ど
も
を
預
か

る
短
期
の
養
育
家
庭
も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
方
に
里
親
制
度
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■日
 

■時
 

左
表
参
照

■申
 

電
話

■限
 

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■場
 

■先
 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

本
郷
分
室　

1　

・
６
３
６
６

３７８

時間期日

午後  2  時～7月  9  日（火）

午前10時～9月  4  日（水）

午後  2  時～令和2年
1月16日（木）

午前10時～令和2年
3月13日（金）

開
放
し
て
い
ま
す

中
高
生
の
居
場
所
・
Ｆ
Ｆ

▲

卒
業
・
進
級
を
祝
う
会
の
様
子
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

保険 
年金 
保険 
年金 

税金 税金 
障害 
福祉 
障害 
福祉 

ごご利利用用くくだだささいい
救急医療届出制度救急医療届出制度

　市では、独自の制度として救急医療届出制度を行っ
ています。迅速な救急体制が必要な市民の方はご登録
ください。
救急医療届出制度とは
　あらかじめ、住所・氏
名・かかりつけ医療機関・
緊急連絡先などを登録し
ます。体調が悪くなり
119番通報をする時に登
録番号を伝えると、救急
車が登録された住所へ出
動し、速やかな医療機関への搬送が行われます。
■申窓口、電話
■先■問稲城消防署警防課救急係　1377－7119

　

２
０
１
９
年
中
に
新
築
・
増
改

築
し
た
家
屋
の
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
家
屋
調
査
と
は
、
市
職
員

が
各
部
屋
の
間
取
り
・
使
用
材
料
・

施
工
程
度
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で

す
。
調
査
は
事
前
に
文
書
で
ご
連

絡
し
、
日
時
を
約
束
し
て
か
ら
行

い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

納期限　7月1日（月）

市･都民税（普通徴収）
（第１期）

安心！納税！口座振替 ! !
■問 収納課

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
を
希
望
す
る
場
合
は
、
医
師

や
薬
剤
師
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
治
療
の
方
針
な
ど
で
、
切
り
替

え
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○
稲
城
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

中
の
方

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切

り
替
え
に
よ
り
、
１
カ
月
当
た
り

の
薬
剤
の
自
己
負
担
額
が　

円
以

３００

上
安
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
方

○
通
知
対
象
と
な
る
診
療
で
、
対

象
薬
剤
を
処
方
さ
れ
て
い
る
方

▽
通
知
の
時
期

○
７
月
通
知
（
４
月
診
療
分
）

○　

月
通
知
（
７
月
診
療
分
）

１０
○
２
月
通
知
（　

月
診
療
分
）

１１

※
送
付
を
希
望
し
な
い
場
合
に
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

　

発
達
障
害
に
関
す
る
基
礎
的
な

知
識
や
理
解
の
仕
方
、
当
事
者
と

の
関
わ
り
方
の
視
点
に
つ
い
て
、

お
話
し
し
ま
す
。

■日
 

７
月　

日（
金
）

１９

■時
 

午
前　

時
〜
正
午
（
受
付
＝
午

１０

前
９
時　

分
〜
）

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■講
 

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
レ
ス
ポ
ー

い
な
ぎ
相
談
員　

■申
 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル（
必

要
事
項
①
氏
名
②
お
住
ま
い
の
地

区
③
連
絡
先
）

■先
 

■問
 

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
レ
ス
ポ

ー
い
な
ぎ　

1　

・
８
７
９
４　

３３１

5　

・
８
７
９
５　

� resu

３３１

po

‐ inagi@
inagi

‐ masa
yum

e.com

車
い
す
を
無
料
で
貸
し
出

し
ま
す

　

市
で
は
車
い
す
を
一
時
的
に
必

要
と
す
る
方
に
無
料
で
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。

■対
 

障
害
者
、
高
齢
者
、
け
が
・
病

気
を
し
た
方
、
障
害
者
の
団
体
な

ど
（
営
利
活
動
を
除
く
）

※
介
護
保
険
の
対
象
者
は
介
護
保

険
制
度
が
優
先

▽
貸
出
期
間　

１
カ
月
程
度

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

車
い
す
タ
ク
シ
ー

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
は
、
障
害
の

あ
る
方
の
緊
急
連
絡
先
、
医
療
情

報
、
手
伝
っ
て
欲
し
い
内
容
な
ど

が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
普
段
か

ら
身
に
付
け
て
お
く
こ
と
で
、
緊

急
時
や
災
害
時
、
日
常
生
活
で
困

っ
た
時
に
配
慮
や
手
助
け
を
お
願

い
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

が
困
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
た
ら
、
　

障
害
者
災
害
時
支
援
用
バ
ン
ダ

ナ
は
、
災
害
時
に
障
害
の
あ
る
方

が
着
用
す
る
こ
と
で
、
避
難
時
や

避
難
後
の
支
援
を
受
け
や
す
く
す

る
も
の
で
す
。

　

「
耳
が
不
自
由
で
す
」
「
目
が

不
自
由
で
す
」
「
身
体
が
不
自
由

で
す
」
「
支
援
が
必
要
で
す
」
の

４
種
類
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
記
さ
れ
、

対
象
面
積
や
期
間
、
申
請
に
必
要

な
書
類
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■問
 

課
税
課
家
屋
係

固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税

家
屋
調
査
の
お
願
い

ま
す
。
改
修
工
事
完
了
後
、
３
カ

月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
の
住
宅
改
修

○
耐
震
改
修
（
昭
和　

年
１
月
１

５７

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を
対

象
）

○
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
（
新
築
さ

れ
た
日
か
ら　

年
以
上
経
過
し
た

１０

住
宅
を
対
象
）

○
省
エ
ネ
改
修
（
平
成　

年
１
月

２０

１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を

対
象
）

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
省
エ
ネ

改
修
の
み
重
複
し
て
適
用
で
き
ま

す
。

※
改
修
内
容
に
よ
っ
て
、
減
額
の

新
築
住
宅
（
長
期
優
良
住
宅
を
含

む
）
の
軽
減

　

新
築
住
宅
で
一
定
の
要
件
に
該

当
す
る
住
宅
は
、
新
築
後
一
定
期

間
、
固
定
資
産
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。　

住
宅
の
改
修
工
事
の
減
額

　

次
の
住
宅
改
修
を
行
っ
た
場
合
、

家
屋
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ

固
定
資
産
税
額
の
軽
減（
減
額
）

レ
ス
ポ
ー
い
な
ぎ
発
達
支

援
講
座

「
発
達
障
害
基
礎
講
座
〜

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
を

中
心
に
」

　

車
い
す
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー（
寝

台
）
の
ま
ま
乗
車
で
き
る
、
リ
フ

ト
付
き
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い

ま
す
。
通
院
や
お
出
か
け
の
際
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■対
 

障
害
者
、
高
齢
者
、
け
が
・
病

気
を
し
た
方
な
ど
で
移
動
の
た
め

に
必
要
と
す
る
方

■費
 

大
型
タ
ク
シ
ー
運
賃
と
同
額

■申
 

電
話

■限
 

利
用
日
の
前
日

■先
 
 
八  
幸 
自
動
車（
株
）　

1
０
１
２

は
ち 
こ
う

０
・　

・　
０８６

８５０

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

必
要
な
方
へ
配
布
し
て
い

ま
す

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

必
要
な
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
の
身
体
・
知
的
・
精

神
障
害
の
あ
る
方
、
難
病
の
方
な

ど
、
日
常
生
活
や
緊
急
時
に
支
援

を
必
要
と
す
る
方

▽
配
布
場
所　

障
害
福
祉
課
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
マ
ル
シ
ェ
い
な

ぎ■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

▲詳細が記載されています

▲

見
か
け
た
ら
必
要
な
配
慮
を

▲
肩
な
ど
目
立
つ
所
に
着
用

支
援
が
受
け
や
す
い
よ
う
目
印
と

な
り
ま
す
。

　

バ
ン
ダ
ナ
を
着
用
し
て
い
る
方

が
い
ま
し
た
ら
、
声
か
け
や
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

○
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

○
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
に

係
る
医
療
助
成
な
ど
を
受
け
て
い

る
、
障
害
を
お
持
ち
の
方
な
ど

▽
配
布
場
所　

障
害
福
祉
課
窓
口

▽
配
布
枚
数　

１
人
１
枚

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

災
害
時
に
活
用

障
害
者
災
害
時
支
援
用
バ

ン
ダ
ナ

国
民
健
康
保
険

送
付
し
ま
す

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

関
す
る
お
知
ら
せ

運運用用をを開開始始ししまますす
Net119緊急通報システム（8月1日～）Net119緊急通報システム（8月1日～）
■先■問稲城消防署消防総務課消防総務係　1377－7119　5377－0119

　音声での通報が困難な方が、携帯電話やス
マートフォンから、簡単な画面操作で119番
通報ができるシステムです。
■対市内に在住・在勤・在学で次のいずれかに
該当する方
○聴覚障害者　○音声・発語・そしゃく機能
障害者　○音声による通報に不安がある方

Net119の登録説明・登録会
■日7月28日（日）　■時午後2時～
■場消防署講堂
■持スマートフォン等の携帯電話
■申ファクス（必要事項①氏名②連絡先）

登録方法（受付＝7月28日～）

窓口またはwebで申請1

3
ブックマーク・ホーム画面に追加
通報ＵＲＬを受信したら、ブックマー
ク・ホーム画面登録を行いましょう。

2
通報ＵＲＬを受信
アドレス認証を行うと、通報ＵＲＬが
送信されます。

通報方法

▲救急医療登録カード

① ② ③

④ ⑤ ⑥

　市が行うイベント情報
や災害情報などを配信し
ています。
■問秘書広報課広報広聴係

ご登録ください
稲城市メール配信サービス

稲城市メール配信サービス

▲

空
メ
ー
ル
を
送
信



（5） 1042－378－2111 5042－377－4781 １・６・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助
成
制
度

市
で
は
、大
地
震
に
対
し
、住
宅
が
必
要
な
耐
震
性
能
を
有
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
耐
震
診
断（
上
限　

万
円
）及
び
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
一
部（
上
限　

万
円
）を
助
成
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
■先
■問
都
市
計
画
課
開
発
指
導
係

10

100

まち 
づくり 
まち 
づくり 

がけ・よう壁の安全対策をがけ・よう壁の安全対策を

京京王王線線沿沿線線44市市観観光光振振興興創創出出事事業業
ススママホホアアププリリでで

外外国国人人とと交交流流ししよようう
～～ややささししいい日日本本語語でで
おおももててななししセセミミナナーー～～

　音声翻訳に認識されやすく、相手に伝わりやすい「や
さしい日本語」とVoiceTra（多言語音声翻訳アプリ）
を活用して、おもてなしの方法を学びます。
■対稲城市・府中市・多摩市・日野市に在住・在学・在
勤の方
■日①7月27日（土）、②8月3日（土）
■時午後2時～4時
■場①多摩市関戸公民館（多摩市関戸4－72ヴィータ・
コミューネ8階）、②府中市市民活動センター（府中市
宮町1－100ル・シーニュ6階）
■定各50人（申込先着順）
■持アプリを使用できるスマートフォン等
■申郵送、ファクス、メール〔必要事項①氏名（ふりが
な）②電話・ファクス番号③住所④希望日〕
■限7月12日（金）
■先■問（株）ＪＴＢ東京多摩支店（〒190－0023立川市
柴崎町2－12－24ＭＫ立川南ビル3階）　1042－
521－5550　5042－521－5558　� keio4city@ 
jtb.com

　梅雨や台風の時期は、地盤が緩み、がけ・よう壁などの崩
壊が起こりやすくなります。特に、危ないがけや不完全なよ
う壁で覆われている場所にある家では、大きな被害を受ける
ばかりでなく、隣接する方々の生命・財産にまで危険を及ぼ
すこともあります。
　日頃から家の周りの安全を確かめ、危ない石積みや土留め
などは補強改善し、雨水の排水を良くする等して、安全対策
を心がけましょう。
　既に、関係機関から改善などの措置をとるよう勧告を受け
ている方は、補強・改良などの工事を行ってください。
　なお、宅地造成等規制法で定められた区域内で、一定の高
さ以上の切土・盛土をしたり、よう壁などを築造する際は、
事前の許可が必要です。
■問東京都多摩建築指導事務所開発指導第二課　1042－364
－2386、稲城市都市計画課開発指導係

　

昨
年
、
大
阪
で
は
地
震
に
よ
っ

て
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
、
小
学

生
が
下
敷
き
に
な
る
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
故
が

起
き
た
場
合
、
そ
の
所
有
者
が
管

理
責
任
を
負
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
の
撤
去
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
（
左
表
参
照
）
。

※
必
ず
工
事
を
行
う
前
に
申
請
を

し
、
市
か
ら
の
交
付
決
定
後
に
工

事
着
手
を
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事

中
や
工
事
完
了
後
で
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
一
人
一
通
の
み

■限
 

８
月
９
日（
金
）消
印
有
効

■先
 

■問
 

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計

画
課
（
〒　

・　

所
在
地
記
載
不

１６３

８００１

要
）　

1　

・
５
３
８
８
・
３
２

０３

２
５

　

付
議
予
定
案
件
は
「
東
京
都
都

市
整
備
局
」 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

　

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ

る
案
件
な
ど
が
あ
る
時
は
、
会
議

が
一
部
非
公
開
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

■日
 

９
月
２
日（
月
）

■時
 

午
後
１
時　

分
〜

３０

■場
 

都
庁
内
会
議
室

■定
 
　

人
１５

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■申
 

往
復
は
が
き
（
必
要
事
項
①
住

所
②
氏
名
③
電
話
番
号
）

77月月はは全全国国強強調調月月間間
社社会会をを明明るるくくすするる運運動動、、青青少少年年のの非非行行・・被被害害防防止止
～～犯犯罪罪やや非非行行をを防防止止しし 立立ちち直直りりをを支支ええるる 地地域域ののチチカカララ～～

社会を明るくする運動ＰＲ活動
　犯罪や非行の防止と、罪を犯した人たちの更生について
理解を深めていただくため、駅頭や街頭でＰＲ活動を行い
ます。

▽稲城市推進委員会構成団体
保護司会、更生保護女性会、稲城市、稲城市教育委員会、
社会福祉協議会、自治会、民生・児童委員協議会、青少年
委員会、東京都薬物乱用防止推進稲城市協議会、青少年育
成地区委員会、東京稲城ロータリークラブ、多摩稲城防犯
協会、地区体育振興会、大丸婦人会、（株）読売巨人軍、東
京ヴェルディ（株）、稲城市商工会など
駅頭・街頭ＰＲ
■日7月1日（月）　■時午前7時～8時30分
■場京王よみうりランド駅、稲城駅、若葉台駅、矢野口駅、
稲城長沼駅、南多摩駅、平尾団地バス停など
読売ジャイアンツ球場ＰＲ
■日7月16日（火）　■時午後3時～4時
■場読売ジャイアンツ球場

保護司の活動
　保護司は法務大臣から委嘱され、保護観察官と協働
で、罪を犯した人の保護観察や更生の手助けを行って
います。また、犯罪・非行を予防するための活動を、
関係機関・団体と協力して実施しています。

青少年の非行・被害防止全国強調月間
非行や犯罪から青少年を守ろう
　社会全体で青少年の非行を防止し、また青少年を犯
罪から守り、健全な育成を図るためには、関係機関・
団体、地域住民が共通の理解と認識を深め、青少年の
規範意識の醸成と社会環境の浄化を図ることが必要で
す。
　青少年の非行防止と保護に対し、ご協力をお願いし
ます。
■問児童青少年課青少年係

犯罪や非行をなくし、罪を犯した人たちが社会に戻った時に同じことを繰り返さずに済むような「明るい地域社会」を築きましょう。

▲駅頭・街頭ＰＲ

▲読売ジャイアンツ球場ＰＲ

■問生活福祉課
　地域福祉係

　

身
近
な
緑
の
創
出
活
動
の
一
環

と
し
て
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
な
る
樹
木
を
募
集
し
ま
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
樹
木

○
健
全
で
美
観
上
に
も
優
れ
、
管

生
垣
づ
く
り
の
補
助

　

市
で
は
、
生
垣
の
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
（
上
表

参
照
）
。

※
必
ず
工
事
を
行
う
前
に
申
請
を

し
、
市
か
ら
の
交
付
決
定
後
に
工

事
着
手
を
し
て
く
だ
さ
い
。
工
事

中
や
工
事
完
了
後
で
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

■申
 

窓
口

■先
 

■問
 

土
木
課
緑
と
公
園
係

理
が
行
わ
れ
て
い
る
樹
木

○
高
さ
約　

ｍ
以
上
か
つ
、
幹
の

１０

直
径
が
地
上
１
ｍ
の
高
さ
で
約　
５０

㎝
（
周
囲
約
１
・
５
ｍ
）
以
上
の

樹
木

※
区
画
整
理
予
定
地
や
公
共
事
業

予
定
地
は
除
く
。

※
申
請
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
補
助
金
額　

１
本
あ
た
り
年
額

２
千
円

■問
 

土
木
課
緑
と
公
園
係

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去

費
用
の
補
助

募
集
し
ま
す

保
存
樹
木

補助対象と金額
補助金額対象

1ｍあたり
5,000円

（30ｍを上限）

①市の区域内で撤去するブロック塀などである
ブロック塀
などの撤去

②ブロック塀などの高さが1.2ｍを超える
③ブロック塀などの総延長が3ｍ以上ある
④道路及び公共用地に面したブロック塀などである

1ｍあたり
8,000円

（30ｍを上限）

①新たに生垣を設置する（既存ブロック塀などを撤去して
生垣にする場合も含む）

新設の生垣 ②生垣用樹木の高さがおおむね80㎝以上ある
③生垣の総延長が3ｍ以上ある
④道路に面し、道路の幅が4ｍ以上ある

■申
 

窓
口

■先
 

■問
 

土
木
課
緑
と
公
園
係

▲工事前のブロック塀▲工事後のブロック塀

　

市
で
は
、
平
成
４
年
・
５
年
に

指
定
し
た
生
産
緑
地
を
お
持
ち
の

方
に
、
特
定
生
産
緑
地
指
定
申
請

書
な
ど
を
郵
送
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
次
の
期
間
で
特
定
生
産
緑
地

指
定
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
来
年
度
も
受
け
付
け
ま
す
。

■申
 

窓
口

※
必
要
書
類
を
添
付

■限
 

７
月　

日（
水
）

３１

■先
 

■問
 

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

受
け
付
け
て
い
ま
す

特
定
生
産
緑
地
指
定
申
請

傍
聴
で
き
ま
す

第

回
東
京
都
都
市
計
画

226
審
議
会
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

健康 
医療 
健康 
医療 

ごご協協力力くくだだささいい
献献血血・・骨骨髄髄ババンンククののドドナナーー登登録録

　東京都赤十字血液センター（日赤）が、献血及び骨髄バンクのド
ナー登録を行います。
　皆さんのご協力をお願いします。
■日6月24日（月）
■時午前10時～11時45分、午後1時～3時45分
■場中央文化センター前
■問生活福祉課地域福祉係
骨髄移植ドナー支援事業
　市では、骨髄移植の提供者（ドナー）と、ドナーが従事する事業
所を対象に奨励金を交付します。詳細はお問い合わせいただくか、
市�をご覧ください。
■対①（公財）日本骨髄バンクが実施する骨髄バンク事業で骨髄・末
梢血管細胞の提供を完了し、これを証明する書類の交付を受けた
市民
②①の対象者が従事している事業所

▽奨励金の額
①ドナー　1日2万円
②ドナーが従事する事業所　1日1万円
※共にドナーが通院（検査）・入院に要した日数（通算8日を上限）
■申窓口
※必要書類は市�から入手可
■限骨髄・末梢血管細胞採取に伴う入院をして退院した翌日から1年
以内
■先■問保健センター　1378－3421

　

対
象
者
に
は
受
診
券
を
送
付
し

ま
す
。
日
頃
歯
に
つ
い
て
困
っ
て

い
る
事
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

■対
 

４
月
２
日
〜
令
和
２
年
４
月
１

日
に　

・　

歳
に
な
る
方

６０

７０

■日
 

６
月　

日（
月
）〜
令
和
２
年
１

１７

月　

日
３１

※
休
診
日
は
除
く
。

■場
 

市
内
指
定
歯
科
医
療
機
関

■内
 

問
診
、
歯
周
組
織
検
査

■費
 

無
料
（
公
費
負
担
）

※
治
療
が
必
要
な
場
合
は
実
費

■申
 

各
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１

　

加
齢
に
よ
る
目
の
衰
え
に
は
、

重
大
な
病
気
が
隠
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
失
明
に
至
る
こ
と

も
あ
る
た
め
、
早
期
に
発
見
し
、

適
切
な
治
療
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

今
回
は
白
内
障
・
緑
内
障
・
黄

斑
変
性
・
網
膜
出
血
な
ど
の
症
状

と
治
療
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

■日
 

７
月　

日（
土
）

２０

■時
 

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１００
■講
 

佐
藤　

功
氏
（
若
葉
台
眼
科
院

長
）

■申
 

電
話

■限
 

７
月　

日（
金
）

１２

■主
 

稲
城
市
医
師
会

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

　

薬
物
乱
用
問
題
は
深
刻
な
社
会

問
題
で
す
。
東
京
都
で
は
、
根
絶

す
る
た
め
の
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

■日
 

６
月　

日（
日
）

２３

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

■場
 

東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ　

ラ
ク
ー

ア
ガ
ー
デ
ン
ス
テ
ー
ジ

■内
 

薬
物
捜
索
犬
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
、
薬
物

乱
用
撲
滅
宣
言
な
ど

■問
 

東
京
都
福
祉
保
健
局
薬
務
課　

1　

・
５
３
２
０
・
４
５
０
４

０３

可
が
あ
る
方　

■日
 

６
月　

日（
月
）

２４

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

■場
 

オ
ー
エ
ン
ス
健
康
プ
ラ
ザ

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■申
 

電
話

■先
 

■問
 

市
立
病
院
看
護
部
長
室　

1

　

・
０
９
３
１

３７７
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

で
、
い
つ
で
も
簡
単
に
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
ま
す
。

　

市 　 
、
下
記

HP

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。

※
利
用
料
無
料

（
た
だ
し
、通
信
料
は
自
己
負
担
）

※
氏
名
・
住
所
な
ど
個
人
情
報
の

入
力
は
不
要

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１

　

妊
婦
さ
ん
同
士
の
仲
間
づ
く
り

や
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
ヨ
ガ
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
助
産
師
に
よ

る
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
も
行
い

ま
す
。

■対
 

妊
娠　

週
以
降
で
主
治
医
の
許

１８

６月15日～７月１日に診療を行う医療機関等
診療時間＝午前9時～午後5時（受付時間は各医療機関にお問い合わせください）
■問保健センター　1378－3421（土・日曜日、祝日＝稲城消防署　1377－7119）

地区薬局医療機関日程

東長沼ゆずりは薬局
1370－5057

菜の花クリニック
1313－927216日（日）

大丸オーベル薬局大丸店
1379－1499

いしがき医院
1401－373323日（日）

若葉台アイセイ薬局若葉台店
1350－6171

若葉台クリニック
1350－607530日（日）

７月の申込受付 �������� ■場■先■問保健センター　1378－3421
備考実施日（7月）対象事業名

前日まで
に予約

24日（水）
平成30年6月1日～平成30年
7月31日に2,500g未満で出
生されたお子さん

低出生体重児の
1歳児健康診査

  3  日（水）平成29年6月生まれ2歳児歯科健康診査
19日（金）平成28年12月生まれ2歳6か月児歯科健康診査
12日（金）妊娠安定期に入られた方妊婦歯科健康診査

27日（土）
初めて出産を迎える方とその
パートナーの方

両親学級
パパ・ママ教室
（先着18組）

19日（金）
26日（金）

母親学級
マタニティ教室
（先着18組）

  8  日（月）第1子の保護者
（平成30年12月生まれ）

離乳食調理講習会
（先着25人）

2日前まで
に予約12日（金）未就学児と保護者、妊婦母子健康相談

（個別相談、身体測定）

予約不要  9  日（火）多胎出生の乳幼児と保護者
（妊婦含む）ふたごの会

※母子健康相談の個別相談は6月20日（木）から予約受け付け

赤ちゃんが生まれたら「赤ちゃん訪問」を受けましょう赤ちゃんが生まれたら「赤ちゃん訪問」を受けましょう

　赤ちゃん訪問は、保健師・助産師などの子どもの健康に関する専門
家がご家庭に伺い、日頃の悩み等をご相談いただく機会です。
　お母さん・お父さんが安心して子育てに向き合い、赤ちゃんが健や
かに成長できるよう、サポートします。
■対生後4カ月までのお子さんがいる家庭

▽利用方法　赤ちゃんが生まれたら、1週間以内に母子健康手帳に同
封の出生通知票（はがき）を送付してください。後日保健師からご連
絡し、育児相談・訪問日程の調整をします。
※出産前後に稲城市へ転入された方や出生通知票（はがき）が無い方
は、電話でも受け付けています。
■問保健センター　1378－3421

母乳が出ているか心配だったけど、赤ちゃんの
体重がしっかり増えていて安心しました。

赤ちゃんと自分に合ったアドバイスをしてもら
えたので、インターネットの情報よりも安心で
きました。

成長や発達が順調なのか分からず不安で、予防
接種の時期も迷っていましたが、アドバイスで
解決できました。

近所にある赤ちゃんとのお出かけスポットを紹
介いただき、今では行きつけになりました。

利用した先輩ママ・パパ達から 健康サポート 
子どもの発育・発達、

産後ママの身体もサポート

 子育て相談 
子どものケアや

子育て情報をお知らせ

 自宅訪問 
生後1～2カ月が
訪問の目安です Vo i ce

Vo i ce

Vo i ce

Vo i ce

歯
周
疾
患
検
診

市
民
健
康
教
育
講
座

「
中
高
年
の
目
の
病
気
」

マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

こ
こ
ろ
の
体
温
計

七七夕夕湯湯 各各ごご家家庭庭にに配配布布ししてていいまますす
稲稲城城市市

暮暮ららししのの便便利利帳帳

　最新版の「2019年度版」を6月1日から
順次、市内全戸にお届けしています。6月
30日（日）になっ
ても届かない場合
は、（株）サイネッ
クス西東京支店
（1042－548－
1556）へお問い
合わせください。
■問秘書広報課広報
広聴係

　当日は、小学生以下、入浴日現在
で満65歳以上（年齢の分かる物が
必要）の方の料金が無料になりま
す。
■日7月7日（日）
■時午後2時～10時30分
■場稲城浴場（大丸221）
※駐車場には限りがあります。
■問稲城浴場　1377－7222
経済観光課商工係

国
際
麻
薬
乱
用
撲
滅
デ
ー
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 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

就
労
支
援
情
報
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
等
に
様
々
な
就
労
支
援
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市 　 
内
「
く
ら
し
・
手
続
き→

就
労
・
産
業
・
創
業
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
■問
経
済
観
光
課
商
工
係

HP

白内障について
　白内障は眼の中にある水晶体（カメラに例えるとレンズの部分）が
濁ってしまう病気です。治療する唯一の方法は、手術によって水晶体
を取り除き、人工の眼内レンズを入れることです。
　水晶体はチン小体という繊維で、眼の中に吊るされています。チン
小体の役目は水晶体を支える事ですが、水晶体の厚みを変えることで
ピントの調節もしています。白内障の手術は、ある程度チン小体に負
担が掛かります。進行している白内障では水晶体が硬くなっており、
その分削り出す時に余計にチン小体に負担が掛かります。チン小体は
年齢とともに弱くなり、進行した白内障は手術中にチン小体が断裂し
てしまう合併症が生じることがあるので、進行前に手術をお勧めしま
す。

緑内障について
　白内障が進行すると、緑内障を起こす可能性があります。水晶体が
硬くなりだんだん膨らんでくると水晶体は眼球内の水の排水路を塞ぎ
ます。この排水路が完全に塞がると眼の中の水分が過剰に貯留し、眼
圧が一気に上昇して急性緑内障発作を引き起こします。激しい眼痛・
頭痛・視力低下・吐き気などの症状を起こすため緊急に処置が必要と
なります。放置すると視野欠損や失明の危険もあります。
　緑内障の治療は、病気の進行をくい止めるために、眼圧を低くコン
トロールすることが最も有効とされています。薬物療法で眼圧のコン
トロールが不十分な場合はレーザー治療や手術を行います。

　眼の中の水の通り道には個人差があり、元々狭い（隅角が狭い）方
がいます。白内障手術は、厚い水晶体を薄い眼内レンズに交換する事
なので、手術をすると眼の中の水の通り道が広くなり、緑内障発作の
解除や予防ができます。元々隅角が狭い方には、視力低下などの自覚
症状が無い場合でも早めの手術を勧めることがあります。
　白内障の進行は自覚症状で分かることだけではありません。適切な
時期に手術に踏み切るために、定期的な眼科の受診をお勧めします。

稲城市医師会　 佐  藤 　 功 
さ とう いさお

白内障と緑内障

ヘルスメーター

シシシシシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルルルルル
バババババババババババババ
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　熱中症の予防と家庭の節電のため、日中猛暑時の避難場所として、熱中症防
止シェルター（涼み処）をご利用ください。
■日7月1日（月）～9月30日（月）
※施設によって開館日時が異なります。
■場下表参照
■問総務契約課総務係

熱中症防止シェルター（涼み処）
連絡先施設名

1378－3366福祉センター（1階ロビー）

1378－6320※ふれあいセンター百村・東長沼（福祉センター内）

1378－4682※ふれあいセンター押立（ジョイハウスたまがわ集会室）

1331－4501※ふれあいセンター坂浜（稲城老人会館内）

1319－2410※ふれあいセンター向陽台（向陽台小学校内）

1331－5143※ふれあいセンター平尾（平尾小学校内）

1379－7730※ふれあいセンター矢野口（矢野口自治会館内）

1370－2284※ふれあいセンター大丸（オーエンス健康プラザ内）

1331－7156
〔（公財）いなぎグリーン
ウェルネス財団〕

総合体育館（1階ロビー）

1377－2121中央文化センター（1階ロビー）

1378－0567第二文化センター
（1階ロビー、2階生活文化施設やのくち　談話室）

1331－0230第三文化センター（1階ロビー）

1377－4406第四文化センター（1階ロビー）

1379－5411城山文化センター（1階ロビー）

1331－1720ｉプラザ（1階エントランスホール・図書館入り口前）

1378－7111中央図書館（城山体験学習館）

1350－1131複合施設ふれんど平尾（1階談話室）

※夏季休館日の日程などの詳細は社会福祉協議会（1378－3366）へお問い合わせく
ださい。
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。
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。
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情報公開制度の実施状況（単位：件）
22開示請求件数
3取下げ件数
12全部開示

開示決定の内容
7一部開示
0非開示
0うち不存在
0審査請求

個人情報保護制度の実施状況（単位：件）
5（0）開示請求件数
0（0）取下げ件数
3（0）全部開示

開示決定の内容
1（0）一部開示
1（0）非開示
1（0）うち不存在
0（0）訂正請求件数
0（0）利用停止請求件数
0（0）審査請求

※（　）内は、特定個人情報に係る件数

る
権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
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22

VS

次の休日開庁日は6月22日（土）

▽開庁時間　午前8時30分～正午、午後1時～5時
　　　　　　※正午～午後1時は閉庁

▽窓　　口　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、
課税課（市民税係のみ）、収納課〔過年度分の税外債権
（料金）の納付書の再発行・相談等は行いません〕

　市内にお住まいの次の方々が、春の叙勲等を受章されました。おめでとうございます。
■問総務契約課総務係

瑞宝双光章
○窪　貞�氏（元公立小学校長・東長沼在住）
○小滝　岩夫氏（元公立小学校長・向陽台在住）

危険業務従事者叙勲
瑞宝単光章
○梶　邦雄氏（元警視庁警部・向陽台在住）

春の叙勲
瑞宝中綬章
○加茂　佳子氏（元東京女子体育大学学長・坂浜在住）
○森　俊勇氏（元国土交通省河川局砂防部長・東長沼在住）
瑞宝小綬章
○小野川　和延氏（元国立環境研究所主任研究企画官・平尾在住）
○柿堺　至氏（元東京都都市整備局長・長峰在住）
○平野　薫美氏（元九州管区警察学校長・平尾在住）

　稲城市オリジナル婚姻届などのデザイン制作
にご協力いただいた、駒沢女子大学人間関係専
攻教授の田澤秀司さんと、同大学学生の兒玉理
紗子さんに感謝状を贈呈しました。

オリジナル婚姻届デザイン制作者へ
感謝状を贈呈（5月22日）

　日本代表に選出さ
れた日テレ・ベレー
ザの10人のうち、
籾木選手、植木選手
にお越しいただきま
した。応援フラッグ
の贈呈などが行わ
れ、市民みんなで勝
利を祈念しました。

日テレ・ベレーザ
女子サッカーワールドカップ代表選手の
壮行会（5月15日）

　市では姉妹都市北海道大空町、友好都市福島県相馬市・長野県野沢温泉村との
市民交流が活発になるよう、指定の宿泊施設を利用する方へ、宿泊料金の一部を
助成しています。
　助成を利用して、姉妹都市・友好都市へ出かけましょう。
■対市内在住・在勤・在学の方

▽助成額・泊数　表1参照

▽宿泊施設の予約窓口　表2参照

▽パンフレット・申請書　市役所総合案内、市民協働課、平尾・若葉台出張所、
市�で入手可
利用方法
①予約窓口（表2参照）に、電話で予約
※インターネット予約不可
②申請書を持参または郵送

▽受付日　利用日の30日～14日前

▽提出先　市民活動サポートセンターいなぎ（〒206－0802稲城市東長沼2112
－1地域振興プラザ1階）
③助成券を受け取る

▽受取先　提出先と同様
※申請時、返信用封筒（要切手、宛先）を提出した場合、助成券を郵送します。
④宿泊施設で入室手続き（チェックイン）時に助成券を提出
■問助成の申請について＝市民活動サポートセンターいなぎ　1378－2112、
制度の内容について＝市民協働課協働推進係

表1　助成額・助成泊数
助成泊数助成額区分

毎年度3泊まで
1泊につき4,000円大人（満12歳以上）

大空町
1泊につき3,000円小人（満3歳以上満12歳未満）

相馬市・野沢温泉村
それぞれ

毎年度2泊まで

1泊につき2,500円大人（満12歳以上）相馬市・
野沢温泉村 1泊につき1,500円小人（満3歳以上満12歳未満）

※ただし、宿泊料金を限度とする。

表2　予約先
電話番号予約先

0152－74－2108ホテル湖南荘
大空町

0152－74－2343湯元ホテル山水

0244－38－7111なぎさの奏　夕鶴

相馬市
0244－38－8013旅館　かんのや

0244－35－3722ホテルコーラス相馬

0244－35－1121相馬ステーションホテル

0269－85－3155野沢温泉観光協会野沢温泉村
※野沢温泉村の助成対象の宿泊施設は200カ所以上あります。詳しくは、パンフレット
または市�をご覧ください。なお、予約は必ず野沢温泉観光協会にしてください。

　地震災害に備え、エンジンカッター・可搬
式ウインチ・油圧ジャッキ・コンクリート破
壊器具などの救助資機材の取扱訓練を実施し
ました。

消防団普通教育訓練を
実施しました（5月26日）

叙 勲 を 受 章 さ れ た 皆 様叙 勲 を 受 章 さ れ た 皆 様

姉妹都市・友好都市交流事業
宿泊料金を助成します

姉妹都市・友好都市交流事業
宿泊料金を助成します

大空町　めまんべつ観光夏まつり 相馬市　相馬野馬追 野沢温泉村　ふるさとの湯


